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「居場所の包括連携によるモデル地域づくり（全国）」を通じてめざすもの
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事業・活動

事業
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中長期
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（5年後）

アウト

プット

（結果）

〈3年後〉

大阪大学等との協働研究・事業

を通した調査・研究

【調査：要支援状況の可視化】

第３の居場所のネットワーキング

の取り組み（講演会、居場所ネット

ワークの立ち上げ）

【プラットフォームづくり】

市内の要援護者の状況を

可視化する

要援護者等、必要とする家庭に食

支援の仕組みを構築する

（50食/回×週１×2年間＝6,000食）

地域支援に携わる大学生・子

育て層の人材が増加する（保

育士OGのべ45人、子育て層のべ

45人、大学生40人）

子どもの貧困、社会的孤立をはじめとする課題が新型コロナ禍により一層深刻化し社会的不利を抱える要援護者

（子ども・高齢者・障がい者、低所得者・外国籍住民等）の包括支援の必要性がまったなしの状況

食べる（食支援・ケアを

つなぐ仕組みづくり

【食の仕組づくり】

大学生、子育て層

を中心とした担い

手の発掘と育成

市内の居場所間（子ども・障がい・高齢・外国

人支援団体等）×行政等で支援のノウハウを共

有でき、支援をしあえる仕組みを生み出す。

（参画団体数 20団体）

地域支援に対し興味・

関心を持ち、携わる子

どもたちが増加する。

小学生・中学生・

高校生等の担い手

の発掘と育成

高槻市域に民と民、官と民による面（セーフティネット）が構築され、制度からとりこぼれやすい社会的不利を抱える

子ども、障がい者、高齢者、外国ルーツの人たちもとりこぼさない（誰も取りこぼさない地域）が創出される

高齢者が主な担い手となっている自治組織や地域行事の

運営に次世代の担い手が携わり相互のコラボがゆるやか

に起こっている（協働を通じたゆるやかな世代交代）

学ぶ（学習支援）仕

組みづくり

【学びの仕組づくり】

要援護者等、必要とする家庭に

学びの支援の仕組みを構築する

（50世帯/年×1年間=50世帯）

多様な担い手育成

全国の支援のフロントランナー：事

業実践および調査・研究が日本全国に

発信され普及していく。

事業を通じたアンケート調査

（2年目本格実施）

持続性：多様な主体による市内の居

場所が自律的な活動を展開

定期的な連絡会の開催

（隔月開催）

実践報告会による市民、行政、

議員の理解促進

市内の要援護者の状況が可視化、支援の重要性が行

政に認識され支援の制度化が図られている。

「つながる・食べる・学ぶ・生活を支える」をキーワードに市内の居場所間（子ども・障がい・高

齢・外国人支援団体等）×行政×企業×大学×地縁組織による社会的不利を抱える要援護者を支え

る民と民、官と民の支援のネットワーク機能が生まれている。（社会システムの変容）

支援事業・学習支援・

子ども食堂等の運営を

担う次の世代の担い手

が生まれている。

・保育士等を対象とした

ボランティア研修

・大学生の養成研修（対

人援助職）

文科省が提唱する

「持続可能な社会の

創り手」の育成

「ESD]（持続可能な

開発のための教育）

の開発と実施

GIGAスクールと連動した大学

生による学びの支援活動

研究者の科研を通じた研

究および発信

卒業生が学習支援や

子ども食堂等への運

営スタッフとして参

画している。

ソーシャルアクション：市域の各拠

点に包摂のネットワークを生み出す拠

点を生み出す働きかけ

食品会社等企業、生産者農家との

マッチングの働きかけ

教育・福祉系の大学との協働の

働きかけ

市内の居場所間（子ども・障がい・高齢・外国人支援団体等）×行政×企業×生産者農家等で食支

援の仕組みができ、市域各所から必要とする家庭に食の支援が行き届いた状態となる。

市内の要援護者の状況の一部が可視化され、行

政間で共有される。（※大阪大学等との協働研究を通

じて）

市内の要援護者の状況が可視化され、制度の必

要性が共有される。（※大阪大学等との協働研究・ア

ンケート実施を通じて）

市内の居場所間（子ども食堂団体をスタートにした多分野の団体等）×行政を中心に支援のノウハ

ウを共有でき、支援をしあえるプラットフォームが生まれている。

市域各所の子ども食堂団体等と協働

したフードパントリー活動

地域支援・自治組織を

担う次世代の担い手育

成

高齢者が主な担い手となっている自治組織や地域行事の運営

（子ども会、祭り、フェスティバルなど）に次世代の担い手

（小・中・高校生、大学生、子育て層）が携わり、相互のコ

ラボがゆるやかに起こりはじめている。


